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体重 6 --10kg の健康な雑種成犬 33 頭を用いて実験を行った。実験犬はラポナーlレ麻酔の下に開
腹，回百部から 10cm 口側の部に布製テープを用いて狭窄を作成した。乙のうち18頭は急性腸塞で
死亡し，残り 15頭のうち慢性イレウスを持続して腸管筋層が明らかな肥厚を示したものは 6 頭であ
る。
(2) 上記 6 例の肥大腸管及び対照腸管12例を以って検索対象とした。全18例共，鍍銀染色用の組織片
を採取して後，内陸を聞く乙となく 10%中性フォノレマリンに24時間固定し，パラフィン包埋後 8μ






全周神経細胞数難いので，新たに なる比率 (=N/G とす)を設定した。全周神経節数 ー
ロ)対照腸管 5 例における N/G 平均値は 3.94士 0.064 で，分散分析を用いて検定しでも，個体問
・部位聞の有意義を殆んど認めない。
ハ)肥大腸管における N/G 平均値は 5.17士 0.062 で対照腸管より高値を示した。
(4) 神経細胞の大きさの変化
核径を計測して，神経細胞の大きさの指標とした。











好銀性細胞群=A群 (44.7%) …………A 1 (大型， Dogiel 1 型)… 6.4%
A2 (大型， Dogiel n 型) ・・・ 6.296 
A3 (中~小型) …………… 32.196 
嫌銀性細胞群=B群 (55.3労)・…....・ H ・ B 1 (大型) …...・ H ・-…・…… 24.7%
B2 (中~小型)……....・H ・. 30.6% 
A群 (34%) ……・HAf--H ・ H ・...・ H ・..……...・ H ・.. 12.7% ロ)肥大腸管においては，
A 2 ……………… ...・ H ・ H ・ H ・.. 7.2~ぢ
A3 ...………・一…………・・・… 14.1% 





(1) 肥大腸管において， N/G の有意の増加が認められた。腸管の肥大に伴って， Auerbach 神経叢
の神経節が増減する事は考えられないので， N/G の増加はNすなわち(核径 5μ 以上)の増加を
示している。
ロυ
(2) 神経細胞の核径平均値にも対照に比し有意の増加が見られ，核径分布曲線においても対照に見ら
れた核径 5μ 台の小型神経細胞は全く認められなかった。
(3) 鍍銀染色による形態的観察においても，著しい神経細胞の大型化が認められた。
(4) 以上より，肥大腸管において認められた神経細胞数増加のメカニズムは，小型神経細胞の大型化
によるものであると推定される D
論文の審査結果の要旨
著者は実験的に犬腸管に狭窄を作成して筋層の労作肥大を惹起せしめ，壁内神経の形態を検索し
た。そして，壁内神経組織が筋層の労作肥大にあたかも適応するが如き種々の形態的変化を示す事を
見た。これは消化管壁における壁内自律神経装置の意義を解明する上に重要な手掛りとなるものであ
る。
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